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【要 旨】 

がんに関連する疲労は患者にとって最も重要な問題の一つであるが、このテー

マに関する研究はほとんどない。本研究では、横断調査によって甲状腺乳頭癌

（PTC）術後患者における疲労の有病率を明らかにし、疲労と関連する臨床的特

徴を特定することを目的とした。転移・再発のない PTC術後患者に疲労と QOLを

Cancer Fatigue Scale（CFS）および SF-36 version 2.0で測定した。疲労の有

病率は 41.8%で、CFSスコアは遊離 T3値と有意な相関があった。遊離 T3値と仕

事を持つことは、CFS スコアの有意な予測因子であり、CFS スコアは、SF-36 の

サマリースコアの有意な予測因子であった。PTC術後患者において疲労は一般的

であり、QOL の低下と関連していた。甲状腺の機能状態、特に遊離 T3 値は、そ

の負担を軽減する上で考慮する価値があるかもしれない。 


